








2.多摩市の現状と交通課題
 

 

 

図 2.15 公共交通ネットワーク図 出典：ふるさとマップ多摩市全図（平成 27（2015）年）より作成
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2.多摩市の現状と交通課題
 

代表交通手段 
移動で利用した主な交通手段を「代表交通手段」という。主な交通手段の優先順位は「鉄道」→「バス」→「自
動車」→「自動二輪車」→「自転車」→「徒歩」の順となっています。  

 

代表的な交通手段の変化 
 多摩市の代表交通手段（主な交通手段）の分担率を見てみると、東京都全体の鉄道利用の割合

が約 40％であるのに対し本市は約 30％と低い反面、自動車利用は東京都全体が約 14％に対し本

市は約 26％と高く、自動車の依存度が高くなっています。 
 代表交通手段の推移を見てみると、鉄道の利用割合が増加し、徒歩の利用割合が減少していま

す。その他の交通手段の利用割合はほぼ横ばいとなっています。 
 目的別で見ると、「自宅-勤務」では、主な交通手段として鉄道利用が多く、自動車利用が少な

い傾向が見られます。一方、「勤務-業務」では、主な交通手段として自動車利用が多い反面、鉄

道利用が少ない傾向が見られます。また、「自宅-通学」では、鉄道・徒歩利用が多く、「自宅-業
務」では、鉄道と自動車利用の割合が同程度となっています。さらに、「私事」「自宅-私事」「帰

宅」では、自動車利用と徒歩利用の割合が同程度となっています。 

 
図 2.16 代表交通手段別分担率の推移 

出典：「パーソントリップ調査※」東京都市圏交通計画協議会（S63，H10，H20）より作成 

 
パーソントリップ調査 
交通の主体である「人（パーソン）の動き（トリップ）」に着目し、交通目的や利用交通手段、移動の起終点の
場所など、一日の全てのうごきについて把握することを通じて都市交通の実態を捉えるもの。 
パーソントリップ調査における移動の目的（７区分） 
「自宅－勤務（自宅から勤務先の移動）」 
「自宅－通学（自宅から通学先の移動）」 
「自宅－業務（自宅から,配達,仕入れ,会議,集金,修理,農林漁業作業等,業務関連の移動）」 
「自宅－私事（自宅から買物、外食、観光、通院等の移動）」 
「帰宅（全ての移動先から自宅への帰宅の移動）」 
「勤務・業務（自宅以外の場所からの勤務、業務関連の移動）」 
「私事（自宅以外の場所からの私事の移動）」の 7区分。
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2.多摩市の現状と交通課題
 

 

 

 
図 2.17 目的別代表交通手段別分担率の推移（多摩市） 

出典：「パーソントリップ調査」東京都市圏交通計画協議会（S63，H10，H20）より作成 
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2.多摩市の現状と交通課題
 

 

 

交通不便地域 
駅やバスから遠いまたは高低差が大きく、利便性が高くない地域を「交通不便地域」としてい

ます。路線バス網は、市域全域に張り巡らされています。交通不便地域は、都立公園やゴルフ場

など居住者のいない地域が多くを占めていますが、起伏の変化が大きい地区や多摩ニュータウン

通りなどの人口が集中している地区でも交通不便地域が存在しています。 
 

鉄軌道駅勢圏（駅から半径 500m） 
鉄軌道駅勢圏とは、日常生活のなかで最寄駅まで徒歩で無理なく向かうことができる領域とし

て捉えるものとします。一般的に駅から徒歩 10 分程度までが徒歩圏と捉えており、距離にして

700m ～1km 程度です。また、高齢者の一般的な徒歩圏は 500m※です。本検討のなかでは、将

来の高齢化の進展を考慮して、鉄軌道駅(7 駅)から半径 500m の領域を徒歩で無理なく向かうこ

とができる鉄軌道駅勢圏として設定します。 
 

バス停圏（バス停から半径 300ｍ） 

バス停圏とは、日常生活のなかで最寄のバス停まで徒歩で無理なく向かうことができる領域と

して捉えるものとします。一般的なバスでは、300ｍ～500ｍ間隔でバス停が設置されていま

す。また、市内は起伏のある丘陵地が広がっており、住宅地から坂や起伏が大きいため移動が容

易でない地域が存在すると考えられます。本検討のなかでは、バス停から半径 300ｍ、高低差

10m 以内の領域を徒歩で無理なく向かうことができるバス停圏として設定します。 
 

【公共交通不便地域】 

本計画では、交通不便地域を以下の通り定義しています。 

・バス停からの高低差が 10m 以上ある地域（鉄軌道駅から 500m 圏内は除く） 
・鉄軌道駅から 500m 以上離れた地域 
・バス停から 300m 以上離れた地域 

 
 

高齢者の一般的な徒歩圏 

「健康・医療・福祉のまちづくりの推進ガイドライン（技術的助言）」 

（平成 26 年 8 月国土交通省都市局まちづくり推進課・都市計画課・街路交通施設課） 

このガイドライン内で高齢者の歩行については、「高齢者が休憩をしないで歩ける歩行継続距離は、約 500～

700m となっている。」と示されています。 

「都市構造の評価に関するハンドブック」（平成 26 年 8 月国土交通省都市局都市計画課） 

このハンドブック内で高齢者徒歩圏については、「高齢者の一般的な徒歩圏である半径 500ｍ」と示されてい

ます。 
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